
ウ
モ
ロコ
シ
を
メ
イ
ン
に
、
飼
料
用
米
と
小

麦
を
配
合
し
て
い
る
。「
豚
が
よ
く
育
ち
、

肉
締
ま
り
が
良
く
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
」
と
同
社
の
担
当
者
は
説
明
す
る
。
　

　
ま
た
、
育
て
て
い
く
上
で
課
題
と
な
る

の
が
、病
気
と
事
故
の
対
策
だ
。
同
社
は
、

全
農
家
畜
衛
生
研
究
所
ク
リ
ニッ
ク
セ
ン

タ
ー
九
州
分
室
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
農
場
の
衛
生
検
査
を
進
め
て

い
る
。
離
乳
舎
で
の
子
豚
の
事
故
防
止
や
、

肥
育
豚
の
病
気
の
早
期
発
見
と
対
策
が

重
点
だ
。
衛
生
検
査
は
獣
医
師
が
夏
、

冬
に
農
場
を
訪
れ
て
、
採
血
、
採
糞
、

鼻
汁
採
取
な
ど
を
行
い
、
豚
の
状
態
を
診

断
し
て
生
産
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
ま
た
、

農
場
衛
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
目
的

と
し
た
検
査
も
進
め
て
い
る
。

　　
Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
県
央
養
豚
部
会
は
、
農

家
戸
数
や
、
飼
養
頭
数
が
減
っ
て
い
く
中

で
、
打
開
策
を
探
ろ
う
と
2
0
0
3
年
に

発
足
。
2
0
0
5
年
にハイ
コ
ー
プ
豚
の
導

入
と
「
な
が
さ
き
健
王
豚
」
の
ブ
ラ
ン
ド

名
が
決
ま
り
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
、

4
戸
が
年
間
約
8
0
0
0
頭
を
出
荷
し

て
い
る
。

　
諫
早
市
北
部
、
山
の
中
腹
に
、
同
部

会
部
会
長
、
東
川
健
治
さ
ん
（
61
）
が

経
営
す
る
東
川
農
場
の
豚
舎
が
あ
る
。
息

子
の
伸
太
郎
さ
ん
（
36
）
と
2
人
で
、

種
雄
豚
3
頭
、
母
豚
90
頭
、
計
1
0
0
0

頭
を
肥
育
す
る
。
年
間
出
荷
頭
数
は
約

2
0
0
0
頭
だ
。
出
荷
ま
で
の
日
齢
は

1
8
0
日
齢
、
出
荷
体
重
1
1
5
㎏
ま

で
肥
育
し
出
荷
し
て
い
る
。

　
豚
の
飼
育
方
法
、
衛
生
管
理
、
疾
病

予
防
対
策
は
、
ジェ
イ
エ
イ
北
九
州
く
み
あ

い
飼
料
や
Ｊ
Ａ
全
農
か
ら
の
指
導
を
受
け

て
い
る
。
ス
リ
ー
セ
ブ
ン
方
式
導
入
も
そ
の

一
つ
。
ス
リ
ー
セ
ブ
ン
方
式
は
オ
ー
ル
イ
ン
・

オ
ー
ル
ア
ウ
ト
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー
プ
管

理
手
法
の
一
つ
で
、
東
川
さ
ん
は
母
豚
を

7
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
3
週
間
間
隔
で
交

配
、分
娩
、離
乳
を
す
る
。
母
豚
１
グ
ル
ー

プ
は
13
頭
、
1
頭
あ
た
り
の
産
子
数
は
14

〜
15
頭
。
人
工
授
精
開
始
で
、
産
子
数

が
増
加
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
管
理
が
で
き
る

た
め
、
里
子
が
し
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、

種
付
け
・
分
娩
・
離
乳
が
集
中
す
る
た

め
管
理
が
し
や
す
く
、
作
業
者
の
休
み
を

確
保
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
東
川
さ
ん
は
「
豚
の
下
痢
や
肺
炎
に
は

注
意
し
て
い
ま
す
。
子
豚
は
離
乳
ま
で
が

最
も
大
事
。
肥
育
で
い
か
に
事
故
を
無
く

す
か
も
重
要
で
す
」
と
い
う
。
そ
の
た
め
、

肥
育
豚
舎
は
も
み
殻
を
40
㎝
敷
き
詰
め
て

い
る
。
木
々
に
囲
ま
れ
直
射
日
光
が
当
た

り
に
く
い
構
造
で
、
大
型
換
気
扇
が
回
り
、

風
通
し
が
良
く
、
鳥
よ
け
の
網
も
備
え
て

い
る
。
元
気
よ
く
過
ご
す
姿
を
見
な
が
ら
、

「
豚
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
事
故
率
も
低
下
し
ま
し
た
」
と
い

う
。
豚
糞
は
農
場
内
で
た
い
肥
化
し
、
販

売
し
て
い
る
。

「ながさき健王豚」の厚切りロース

地
域
に
愛
さ
れ
る「
な
が
さ
き
健
王
豚
」

豚
肉
の〝
地
産
地
消
〞が
定
着

長崎県のＪＡながさき県央養豚部会は、少数精鋭で「ながさき健王豚」を愛情込めて育て、
地元に愛されるブランドとして定着させた。「諫早で生まれ諫早で育ったブランド豚」をコンセプトに、

「まろやかで風味豊かな美味しさ」「豚肉の〝地産地消〟」を諫早市民らにアピール。
生産が始まって17年、生産者とＪＡながさき県央・Ａコープ店をはじめとするＪＡグループが一丸となって、

養豚振興と消費拡大に取り組んでいる。

Ａコープ店

ジェイエイ北九州
くみあい飼料株式会社

ＪＡ全農ながさき

ＪＡながさき県央養豚部会

　「
な
が
さ
き
健
王
豚
」
は
、
深
み
の
あ

る
味
わ
い
と
上
質
な
甘
み
が
特
徴
だ
。
肉

質
は
き
め
細
か
く
、
脂
身
は
さ
ら
っ
と
軽

く
後
味
が
さ
っ
ぱ
り
。
な
べ
物
や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
合
う
。

　
諫
早
市
の
住
宅
街
に
あ
る
Ｊ
Ａ
な
が
さ

き
県
央
Ａ
コ
ー
プ
西
諫
早
店
の
精
肉
売
り

場
は
、
夕
方
近
く
に
な
る
と
「
な
が
さ
き

健
王
豚
」
を
買
い
求
め
る
客
で
に
ぎ
わ
う
。

比
較
的
高
齢
者
が
多
い
地
域
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
ロ
ー
ス
（
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
生
姜

焼
き
用
）、
肩
ロ
ー
ス
（
ト
ン
カ
ツ
用
）、
も

も
（
炒
め
物
用
）
の
人
気
が
高
い
。
同
店

の
豚
肉
取
り
扱
い
量
の
8
割
は
「
な
が
さ

き
健
王
豚
」
で
、
同
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
で
年

間
1
0
0
0
頭
（
A
コ
ー
プ
店
舗
全
体
で

約
3
2
0
0
頭
）
を
取
り
扱
う
。
佐
藤

正
和
副
店
長
は
「
食
べ
れ
ば
美
味
し
さ
が

分
か
る
。
味
が
全
然
違
う
。
脂
に
甘
み
が

あ
り
、
特
有
の
に
お
い
が
な
い
。
ブ
ロッ
ク
で

買
う
人
も
多
い
。
今
後
は
ト
レ
ー
の
色
を

変
え
て
高
級
感
を
出
し
て
売
っ
て
い
き
た

い
」
と
自
信
を
も
って
話
す
。

　
長
崎
市
に
あ
る
Ａ
コ
ー
プ
レ
ス
ト
ラ
ン
長

崎
店
で
は
、「
な
が
さ
き
健
王
豚
」
を
使
っ

た
健
王
豚
野
菜
炒
め
定
食
、
カ
レ
ー
、
健

王
豚
生
姜
焼
き
定
食
、か
つ
丼
、か
つ
カ
レ
ー

が
定
番
メ
ニュ
ー
と
し
て
並
ぶ
。
長
崎
港
に

面
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
長
崎
の
味
が
手
軽
に
味
わ
え
る
」

と
観
光
客
に
も
好
評
だ
。

　「
な
が
さ
き
健
王
豚
」
は〝
す
く
す
く
と

健
康
に
育
て
ら
れ
た
豚
肉
の
王
様
〞と
い
う

意
味
が
あ
り
、
文
字
通
り
、「
衛
生
的
な

環
境
で
、
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

健
康
に
育
て
る
」
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
。

　
全
農
の
ハ
イ
コ
ー
プ
Ｓ
P
F
豚
か
ら
生
ま

れ
た
ブ
ラ
ン
ド
豚
で
、
大
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
と
ラ

ン
ド
レ
ー
ス
の
交
配
種
と
デ
ュロッ
ク
を
掛
け

合
わ
せ
た
三
元
豚
だ
。

　
美
味
し
さ
の
鍵
は
、
ジェ
イ
エ
イ
北
九
州

く
み
あ
い
飼
料
㈱
が
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
の
要

望
に
応
え
て
開
発
し
た
独
自
飼
料
、
米
を

配
合
し
た
「
健
王
ブ
レン
ド
」
に
あ
る
。
ト

　「
な
が
さ
き
健
王
豚
」
の
地
元
で
の
知

名
度
は
、Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
県
央
や
養
豚
部

会
な
ど
の
活
動
に
よ
っ
て
年
々
高
ま
っ
て
い

る
。
諫
早
地
方
農
業
ま
つ
り
「
実
り
の
フェ

ス
テ
ィ
バル
」
で
は
、
焼
き
肉
の
試
食
・
販

売
を
実
施
。
子
ど
も
を
持
つ
若
い
家
族
連

れ
に
人
気
だ
。
コロ
ナ
禍
で
2
年
間
開
催

さ
れ
て
い
な
い
が
、
終
息
後
に
は
再
開
し
、

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
法
被
を
リ
ニュ
ー

ア
ル
し
た
。
消
費
宣
伝
で
ど
こ
に
い
て
も
目

立
つ
よ
う
に
と
、
赤
色
を
採
用
。
背
中
に

は
「
諫
早
生
ま
れ
、
諫
早
育
ち
の
な
が
さ

充実した品揃えが人気のAコープ内の精肉
売り場
売り場でもひと際目を引く「ながさき健王豚」の
精肉パック
地場産を消費者にPRする取り組み

2

3

1

上
質
な
甘
み
、き
め
細
か
い
肉
質

A
コ
ー
プ
店
で
定
番
の
人
気
商
品

健
康
に
育
っ
た「
豚
肉
の
王
様
」

美
味
し
さ
の
鍵
は
独
自
飼
料

き
健
王
豚
」を
大
き
く
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
。

味
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
進
め
て
い

る
。
諫
早
市
役
所
の
食
堂
は
、
地
産
地

消
スペシ
ャルメ
ニュ
ー
「
な
が
さ
き
健
王
豚
の

黒
酢
酢
豚
と
諫
早
タ
マ
ネ
ギ
の
ス
テ
ー
キ
」

を
提
供
し
、
好
評
だ
っ
た
。
同
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
扱
っ
て
い

る
。
ま
た
Ｊ
Ａ
役
職
員
に
斡
旋
し
、
月
１

回
、
購
入
を
取
り
ま
と
め
て
発
注
。
取
引

先
や
関
係
機
関
の
協
力
も
あ
り
、
夏
、
秋

の
2
回
、
地
産
地
消
企
画
を
行
って
い
る
。

　
今
年
は
取
り
組
み
を
パワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
。

Ａ
コ
ー
プ
が
初
め
て
エ
フ
エ
ム
諫
早
の
放
送

で
、「
な
が
さ
き
健
王
豚
」
を
Ｐ
Ｒ
。Ｊ
Ａ

畜
産
部
も
同
じ
く
P
R
企
画
を
行
う
予

定
だ
。
S
N
S
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）

の
活
用
も
始
め
る
。Ｊ
Ａ（
広
報
担
当
者
）

は
、
1
月
か
ら
農
畜
産
物
を
写
真
動
画

投
稿
ア
プ
リ
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
に
ア
ッ
プ

し
て
い
る
が
、
今
後
、「
な
が
さ
き
健
王
豚
」

の
画
像
や
動
画
も
ア
ッ
プ
す
る
予
定
だ
。

諫
早
産
の
農
畜
産
物
フ
ァ
ン
の
フ
ォロワ
ー
か

ら
「
い
い
ね
」
が
増
え
、
消
費
が
伸
び
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
9
月
に
は
西
九

州
新
幹
線
（
長
崎
新
幹
線
）
開
業
に
併

せ
た
キ
ャ
ンペ
ー
ン
も
検
討
し
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
立
ち
上
げ
か
ら
1７
年
。
昨
年

ま
で
6
年
間
、
養
豚
部
会
長
を
務
め
て
い

た
山
本
義
則
さ
ん
（
63
）
は
「
健
王
豚

は
旨
味
成
分
で
あ
る
〝
オ
レ
イ
ン
酸
〞
の

けん おう とん

け
ん             

お
う             

と
ん

【取材協力店】
JAながさき県央Aコープ西諫早店
長崎県諫早市山川町1-5
TEL.0957-26-7783

ＪＡながさき県央Ａコープ西諫早店 副店長の佐藤正和さん

1

2 3

測
定
や
食
味
検
査
を
重
ね
、
み
ん
な
で
立

ち
上
げ
た
ブ
ラ
ン
ド
豚
。
脂
身
は
白
く
て

甘
味
が
あ
り
、
肉
質
は
き
め
細
か
く
て
や

わ
ら
か
く
、
し
っ
と
り
し
て
ツ
ヤ
が
あ
る
豚

肉
に
仕
上
が
っ
て
い
る
」
と
自
信
を
持
つ
。

「
豚
肉
の
美
味
し
さ
は
確
か
だ
。
消
費
者

に
も
っ
と
積
極
的
に
P
R
し
、
フ
ァ
ン
と
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
て
い
る
。
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ウ
モ
ロコ
シ
を
メ
イ
ン
に
、
飼
料
用
米
と
小

麦
を
配
合
し
て
い
る
。「
豚
が
よ
く
育
ち
、

肉
締
ま
り
が
良
く
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
」
と
同
社
の
担
当
者
は
説
明
す
る
。
　

　
ま
た
、
育
て
て
い
く
上
で
課
題
と
な
る

の
が
、病
気
と
事
故
の
対
策
だ
。
同
社
は
、

全
農
家
畜
衛
生
研
究
所
ク
リ
ニッ
ク
セ
ン

タ
ー
九
州
分
室
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
農
場
の
衛
生
検
査
を
進
め
て

い
る
。
離
乳
舎
で
の
子
豚
の
事
故
防
止
や
、

肥
育
豚
の
病
気
の
早
期
発
見
と
対
策
が

重
点
だ
。
衛
生
検
査
は
獣
医
師
が
夏
、

冬
に
農
場
を
訪
れ
て
、
採
血
、
採
糞
、

鼻
汁
採
取
な
ど
を
行
い
、
豚
の
状
態
を
診

断
し
て
生
産
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
ま
た
、

農
場
衛
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
目
的

と
し
た
検
査
も
進
め
て
い
る
。

　　
Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
県
央
養
豚
部
会
は
、
農

家
戸
数
や
、
飼
養
頭
数
が
減
っ
て
い
く
中

で
、
打
開
策
を
探
ろ
う
と
2
0
0
3
年
に

発
足
。
2
0
0
5
年
にハイ
コ
ー
プ
豚
の
導

入
と
「
な
が
さ
き
健
王
豚
」
の
ブ
ラ
ン
ド

名
が
決
ま
り
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
、

4
戸
が
年
間
約
8
0
0
0
頭
を
出
荷
し

て
い
る
。

　
諫
早
市
北
部
、
山
の
中
腹
に
、
同
部

会
部
会
長
、
東
川
健
治
さ
ん
（
61
）
が

経
営
す
る
東
川
農
場
の
豚
舎
が
あ
る
。
息

子
の
伸
太
郎
さ
ん
（
36
）
と
2
人
で
、

種
雄
豚
3
頭
、
母
豚
90
頭
、
計
1
0
0
0

頭
を
肥
育
す
る
。
年
間
出
荷
頭
数
は
約

2
0
0
0
頭
だ
。
出
荷
ま
で
の
日
齢
は

1
8
0
日
齢
、
出
荷
体
重
1
1
5
㎏
ま

で
肥
育
し
出
荷
し
て
い
る
。

　
豚
の
飼
育
方
法
、
衛
生
管
理
、
疾
病

予
防
対
策
は
、
ジェ
イ
エ
イ
北
九
州
く
み
あ

い
飼
料
や
Ｊ
Ａ
全
農
か
ら
の
指
導
を
受
け

て
い
る
。
ス
リ
ー
セ
ブ
ン
方
式
導
入
も
そ
の

一
つ
。
ス
リ
ー
セ
ブ
ン
方
式
は
オ
ー
ル
イ
ン
・

オ
ー
ル
ア
ウ
ト
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー
プ
管

理
手
法
の
一
つ
で
、
東
川
さ
ん
は
母
豚
を

7
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
3
週
間
間
隔
で
交

配
、分
娩
、離
乳
を
す
る
。
母
豚
１
グ
ル
ー

プ
は
13
頭
、
1
頭
あ
た
り
の
産
子
数
は
14

〜
15
頭
。
人
工
授
精
開
始
で
、
産
子
数

が
増
加
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
管
理
が
で
き
る

た
め
、
里
子
が
し
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、

種
付
け
・
分
娩
・
離
乳
が
集
中
す
る
た

め
管
理
が
し
や
す
く
、
作
業
者
の
休
み
を

確
保
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
東
川
さ
ん
は
「
豚
の
下
痢
や
肺
炎
に
は

注
意
し
て
い
ま
す
。
子
豚
は
離
乳
ま
で
が

最
も
大
事
。
肥
育
で
い
か
に
事
故
を
無
く

す
か
も
重
要
で
す
」
と
い
う
。
そ
の
た
め
、

肥
育
豚
舎
は
も
み
殻
を
40
㎝
敷
き
詰
め
て

い
る
。
木
々
に
囲
ま
れ
直
射
日
光
が
当
た

り
に
く
い
構
造
で
、
大
型
換
気
扇
が
回
り
、

風
通
し
が
良
く
、
鳥
よ
け
の
網
も
備
え
て

い
る
。
元
気
よ
く
過
ご
す
姿
を
見
な
が
ら
、

「
豚
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
事
故
率
も
低
下
し
ま
し
た
」
と
い

う
。
豚
糞
は
農
場
内
で
た
い
肥
化
し
、
販

売
し
て
い
る
。

　「
な
が
さ
き
健
王
豚
」
は
、
深
み
の
あ

る
味
わ
い
と
上
質
な
甘
み
が
特
徴
だ
。
肉

質
は
き
め
細
か
く
、
脂
身
は
さ
ら
っ
と
軽

く
後
味
が
さ
っ
ぱ
り
。
な
べ
物
や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
合
う
。

　
諫
早
市
の
住
宅
街
に
あ
る
Ｊ
Ａ
な
が
さ

き
県
央
Ａ
コ
ー
プ
西
諫
早
店
の
精
肉
売
り

場
は
、
夕
方
近
く
に
な
る
と
「
な
が
さ
き

健
王
豚
」
を
買
い
求
め
る
客
で
に
ぎ
わ
う
。

比
較
的
高
齢
者
が
多
い
地
域
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
ロ
ー
ス
（
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
生
姜

焼
き
用
）、
肩
ロ
ー
ス
（
ト
ン
カ
ツ
用
）、
も

も
（
炒
め
物
用
）
の
人
気
が
高
い
。
同
店

の
豚
肉
取
り
扱
い
量
の
8
割
は
「
な
が
さ

き
健
王
豚
」
で
、
同
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
で
年

間
1
0
0
0
頭
（
A
コ
ー
プ
店
舗
全
体
で

約
3
2
0
0
頭
）
を
取
り
扱
う
。
佐
藤

正
和
副
店
長
は
「
食
べ
れ
ば
美
味
し
さ
が

分
か
る
。
味
が
全
然
違
う
。
脂
に
甘
み
が

あ
り
、
特
有
の
に
お
い
が
な
い
。
ブ
ロッ
ク
で

買
う
人
も
多
い
。
今
後
は
ト
レ
ー
の
色
を

変
え
て
高
級
感
を
出
し
て
売
っ
て
い
き
た

い
」
と
自
信
を
も
って
話
す
。

　
長
崎
市
に
あ
る
Ａ
コ
ー
プ
レ
ス
ト
ラ
ン
長

崎
店
で
は
、「
な
が
さ
き
健
王
豚
」
を
使
っ

た
健
王
豚
野
菜
炒
め
定
食
、
カ
レ
ー
、
健

王
豚
生
姜
焼
き
定
食
、か
つ
丼
、か
つ
カ
レ
ー

が
定
番
メ
ニュ
ー
と
し
て
並
ぶ
。
長
崎
港
に

面
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
長
崎
の
味
が
手
軽
に
味
わ
え
る
」

と
観
光
客
に
も
好
評
だ
。

　「
な
が
さ
き
健
王
豚
」
は〝
す
く
す
く
と

健
康
に
育
て
ら
れ
た
豚
肉
の
王
様
〞と
い
う

意
味
が
あ
り
、
文
字
通
り
、「
衛
生
的
な

環
境
で
、
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

健
康
に
育
て
る
」
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
。

　
全
農
の
ハ
イ
コ
ー
プ
Ｓ
P
F
豚
か
ら
生
ま

れ
た
ブ
ラ
ン
ド
豚
で
、
大
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
と
ラ

ン
ド
レ
ー
ス
の
交
配
種
と
デ
ュロッ
ク
を
掛
け

合
わ
せ
た
三
元
豚
だ
。

　
美
味
し
さ
の
鍵
は
、
ジェ
イ
エ
イ
北
九
州

く
み
あ
い
飼
料
㈱
が
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
の
要

望
に
応
え
て
開
発
し
た
独
自
飼
料
、
米
を

配
合
し
た
「
健
王
ブ
レン
ド
」
に
あ
る
。
ト

　「
な
が
さ
き
健
王
豚
」
の
地
元
で
の
知

名
度
は
、Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
県
央
や
養
豚
部

会
な
ど
の
活
動
に
よ
っ
て
年
々
高
ま
っ
て
い

る
。
諫
早
地
方
農
業
ま
つ
り
「
実
り
の
フェ

ス
テ
ィ
バル
」
で
は
、
焼
き
肉
の
試
食
・
販

売
を
実
施
。
子
ど
も
を
持
つ
若
い
家
族
連

れ
に
人
気
だ
。
コロ
ナ
禍
で
2
年
間
開
催

さ
れ
て
い
な
い
が
、
終
息
後
に
は
再
開
し
、

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
法
被
を
リ
ニュ
ー

ア
ル
し
た
。
消
費
宣
伝
で
ど
こ
に
い
て
も
目

立
つ
よ
う
に
と
、
赤
色
を
採
用
。
背
中
に

は
「
諫
早
生
ま
れ
、
諫
早
育
ち
の
な
が
さ

知
名
度
は
年
々
上
昇

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用

地
域
養
豚
の
維
持
へ

４
戸
で
年
間
約
8
0
0
0
頭
出
荷

き
健
王
豚
」を
大
き
く
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
。

味
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
進
め
て
い

る
。
諫
早
市
役
所
の
食
堂
は
、
地
産
地

消
スペシ
ャルメ
ニュ
ー
「
な
が
さ
き
健
王
豚
の

黒
酢
酢
豚
と
諫
早
タ
マ
ネ
ギ
の
ス
テ
ー
キ
」

を
提
供
し
、
好
評
だ
っ
た
。
同
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
扱
っ
て
い

る
。
ま
た
Ｊ
Ａ
役
職
員
に
斡
旋
し
、
月
１

回
、
購
入
を
取
り
ま
と
め
て
発
注
。
取
引

先
や
関
係
機
関
の
協
力
も
あ
り
、
夏
、
秋

の
2
回
、
地
産
地
消
企
画
を
行
って
い
る
。

　
今
年
は
取
り
組
み
を
パワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
。

Ａ
コ
ー
プ
が
初
め
て
エ
フ
エ
ム
諫
早
の
放
送

で
、「
な
が
さ
き
健
王
豚
」
を
Ｐ
Ｒ
。Ｊ
Ａ

畜
産
部
も
同
じ
く
P
R
企
画
を
行
う
予

定
だ
。
S
N
S
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）

の
活
用
も
始
め
る
。Ｊ
Ａ（
広
報
担
当
者
）

は
、
1
月
か
ら
農
畜
産
物
を
写
真
動
画

投
稿
ア
プ
リ
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
に
ア
ッ
プ

し
て
い
る
が
、
今
後
、「
な
が
さ
き
健
王
豚
」

の
画
像
や
動
画
も
ア
ッ
プ
す
る
予
定
だ
。

諫
早
産
の
農
畜
産
物
フ
ァ
ン
の
フ
ォロワ
ー
か

ら
「
い
い
ね
」
が
増
え
、
消
費
が
伸
び
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
9
月
に
は
西
九

州
新
幹
線
（
長
崎
新
幹
線
）
開
業
に
併

せ
た
キ
ャ
ンペ
ー
ン
も
検
討
し
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
立
ち
上
げ
か
ら
1７
年
。
昨
年

ま
で
6
年
間
、
養
豚
部
会
長
を
務
め
て
い

た
山
本
義
則
さ
ん
（
63
）
は
「
健
王
豚

は
旨
味
成
分
で
あ
る
〝
オ
レ
イ
ン
酸
〞
の

豚の管理を行う東川伸太郎さん
トウモロコシをメインにした配合飼料「健王ブレンド」
ＪＡながさき県央畜産課長の山口敏郎さん（左）、東川農場の東川健治さん（中央左）、
ジェイエイ北九州くみあい飼料係長の石橋慶一さん（中央右）と東川農場を担当する
同くみあい飼料の原田享汰さん

2

3

1東川健治さん㊧と息子の伸太郎さん
乳に吸いつく子豚たち
離乳舎の外観
もみ殻が敷き詰められた肥育舎。豚たちも心地
よさそうに寝転ぶ

5

6
7

4

2

3

4

5

6

7

養豚部会について語る部会長の東川健治さん

昨年まで養豚部会長を務めていた山本義則さん
揃いの法被に身を包んだ様子9

8

9

8

1

測
定
や
食
味
検
査
を
重
ね
、
み
ん
な
で
立

ち
上
げ
た
ブ
ラ
ン
ド
豚
。
脂
身
は
白
く
て

甘
味
が
あ
り
、
肉
質
は
き
め
細
か
く
て
や

わ
ら
か
く
、
し
っ
と
り
し
て
ツ
ヤ
が
あ
る
豚

肉
に
仕
上
が
っ
て
い
る
」
と
自
信
を
持
つ
。

「
豚
肉
の
美
味
し
さ
は
確
か
だ
。
消
費
者

に
も
っ
と
積
極
的
に
P
R
し
、
フ
ァ
ン
と
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
て
い
る
。
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